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カ
ル
ビ
！
の
新
宇
都
宮
工

場
は
排
水
処
理
設
備
に
神
戸

製
鋼
所
の
高
温
ヒ
I
ト
ポ
ン

プ
チ
ラ
ー
を
利
用
す
る
。
従

来
は
工
場
排
水
を
都
市
ガ
ス

ボ
イ
ラ
に
よ
る
蒸
気
で
温
め

て
バ
ク
テ
リ
ア
処
理
し
た

後
、
約
お
度
C
の
水
を
そ
の

ま
ま
河
川
に
放
流
。
し
か
し

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用

す
る
た
め
2
0
1
1年
1
月

に
同
チ
ラ
ー
を
導
入
。
河
川

に
流
す
直
前
の
排
水
か
ら
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
、
加
温

に
使
う
仕
組
み
を
構
築
し

た。
都
市
ガ
ス
の
ボ
イ
ラ
を
使

っ
て
加
熱
し
た
場
合
に
比

べ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
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お
%
、
二
酸
化
炭
素
〈
C
0

2
）
排
出
量
を
必
%
削
減
し

か
ら
熱
回
収

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
が
新
宇

都
宮
工
場
の
省
エ
ネ
や
環
境

負
荷
低
減
に
つ
な
が
っ
た

企・・・・・・・・・

．．
 

す
る
保
全
課
設
備
保
全
チ
ー

ム
の
阿
部
渡
氏
も
「
空
調
設

備
や
生
産
設
備
に
取
り
入
れ

た
い
」
と
賛
同
。
東
京
電
力

の
助
言
を
得
な
が
ら
半
年
以

上
か
け
て
検
討
を
重
ね
、
扱

語調臨盟

省
エ
ネ
の
成
果
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
綾
部
工
場
〈
京

都
府
綾
部
市
）
な
ど
他
工
場

の
排
水
処
理
設
備
へ
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
た

だ
生
産
ラ
イ
ン
に
か
か
わ
る

部
分
へ
の
導
入
に
は
慎
重

だ
。
新
宇
都
宮
工
場
の
排
水

処
理
設
備
に
導
入
し
た
際
の

よ
う
に
試
行
錯
誤
す
る
こ
と

が
、
製
品
の
品
質
に
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
危
ぐ
す

る
か
ら
だ
。
高
橋
部
長
は

「ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の
仕
組
み

を
熟
知
し
た
後
、
生
産
ラ
イ

ン
で
の
活
用
も
検
討
し
た

い
」
と
説
明
す
る
。

〈
栃
木
・
江
上
佑
美
子
）

マ
所
在
地
U
宇
都
宮
市
清
原
工
業
団
地
胞
の
7
マ
主

要
生
産
品
目
U
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、
小
麦
系
・
コ
ー

ン
系
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
U

8
8
5
3
J
M
〈
原
油
換
算
、

2
0
1
1年
度
）
マ

年
間
C
0
2
排
出
量
U
1万
5
4
5
7
J

と
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
」

（
高
橋
部
長
）
と
導
入
に
踏
み

切
っ
た
。
東
京
電
力
で
は
「
食

品
工
場
は
材
料
を
加
熱
し
た

ボ
イ
ラ
燃
料
・

C
0
2滅
に
成
果

た
。
装
置
が
消
費
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
暖
房
能
力

を
示
す
シ
ス
テ
ム
C
O
P
の

値
は
5
・

mで
、
「
非
常
に

高
い
」
〈
東
京
電
力
）
と
い

う
。
河
川
に
流
す
処
理
水
の

温
度
に
つ
い
て
も
夏
は
約
初

度
C
、
冬
は
約
お
度
C
ま
で

下
げ
ら
れ
環
境
負
荷
の
低
減

に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

ω年
に
カ
ル
ビ
ー
は
生
産

本
部
内
に
環
境
対
策
部
を
設

け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。
組
織
の
先
頭
に
立

つ
高
橋
正
博
生
産
本
部
環
境

対
策
部
長
が
注
目
し
た
の

は
、
効
率
性
に
優
れ
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
。
新
宇
都
宮
工
場

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
担
当

う
水
量
が
比
較
的
安
定
し
て

い
る
工
場
か
ら
の
放
流
水
を

活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

食
品
工
場
の
排
水
処
理
設

備
で
の
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
利
用

は
「
全
国
初
」
〈
カ
ル
ビ
I
V

投
資
額
は
数
千
万
円
単
位

で
、
コ
ス
ト
回
収
に
は
3
年

以
上
が
見
込
ま
れ
た
が
「
新

し
い
技
術
は
使
っ
て
み
な
い

り
冷
却
し
た
り
す
る
プ
ロ
セ

ス
が
多
く
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

シ
ス
テ
ム
を
使
い
や
す
い
」

と
見
る
。
稼
働
か
ら
聞
も
な

い
日
年
3
月
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
熱
量
を
安
定

し
て
回
収
す
る
た
め
の
排
水

量
の
管
理
な
ど
に
苦
労
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は

順
調
に
稼
働
し
て
い
る
。


